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『大臣シリーズ』スタンドアロン版・ピアツーピア版をご愛用のお客様へ  
 

Windows 11にアップグレードする場合 

 

スタンドアロン版・ピアツーピア版のホストのコンピューターを、Windows 11にアップグレードする場合の手順を

説明します。 

※ ピアツーピア版のクライアント、LANPACK版のクライアントのみ使用しているコンピューターの場合は、その

ままWindows 11にアップグレードして問題ありません。 

 

この資料は、Microsoft SQL Serverのインスタンス名が「OHKEN」の場合の移行手順です。「OHKEN」以外の

場合は、Microsoft SQL Serverを他社ソフトでインストールしているため、手順が異なります。 

【インスタンス名の確認方法】 

1.タスクバーの[スタート]－[Microsoft SQL Server 20xx]－[構成ツール]－[SQL Server 構成マネージャ(また

は、Configuration Manager)]をクリックしてください。 

2.左のツリーから｢SQL Server のサービス｣を選択します。右側にSQL Server サービス一覧が表示されますので、

「SQL Server(xxxxx)」のxxxxxの文字がインスタンス名です。 

 

①『大臣シリーズ』を起動し、データ選択画面右上の「ver」を確認します。 

・ver4.XXの場合 

XXが同じverのセットアップCDがあることを確認してください。 

XXが大きいverのセットアップCDしかない場合は、そのCDをセットし、再インストールしてください。 

XXが小さいverのセットアップCDしかない場合は、弊社サポートセンターにお問い合わせください。 

・ver3.XXX、ver2.XXX、ver1.XXXの場合 

『大臣NX Ver4シリーズ』のセットアップCDをセットし、インストールしてください。 

その後、コンバートも必要です。 

※ インストールとコンバートについては、『大臣NX Ver4シリーズ』へのバージョンアップ時に同封してい

る「バージョンアップ手順と追加機能」または「バージョンアップ手順」を参照してください。 

※ ピアツーピア版の場合、『大臣NX Ver4シリーズ』のユーザー登録やクライアントのインストールは必要

ありません。 

 

②『大臣NX Ver4シリーズ』でデータごとにバックアップを取ります。 

１．ローカルディスクCドライブ（ローカルディスクであれば、Ｄドライブ等でも問題ありません。）に新しいフォ

ルダを作成してください。フォルダ名はソフト名（例：給与大臣）を付けてください。 

2．次のⅰ～ⅲをデータごとに行ってください。 

ⅰ．『大臣NX Ver4シリーズ』でデータを起動してください。場合によってはコンバートが始まりますが、

続行してください。 

ⅱ．[特殊処理]－[共用データ作成]（『販売大臣』の場合は[データ入出力]－[共用データ作成]）を起動してく

ださい。[フォルダ選択]ボタンをクリックし（[フォルダ選択]ボタンがない場合は[指定変更]ボタンをク

リックすると表示されます）、１で作成したフォルダを選択、[ＯＫ]をクリックしてください。共用デー

タが作成されます。 

ⅲ．[作業終了]を実行し、データコピーの確認メッセージで[はい]※をクリックしてください。[フォルダ選択]

ボタンをクリックし（[フォルダ選択]ボタンがない場合は[指定変更]ボタンをクリックすると表示されま

す）、１で作成したフォルダを選択、[ＯＫ]をクリックしてください。データコピーが作成されます。 

※『給与大臣』『人事大臣』『公益大臣』で「同時に個人番号データのバックアップも作成する」にチェッ

クを付けるメッセージが出た場合は、チェックを付けて[はい]をクリックしてください。個人番号デー

タのバックアップが作成されます。 

ただし、会社コード（施設コード）が同じで、同じ会社のデータを年次更新（年次繰越）で数年分作成

している場合は、個人番号データは共通です。最新年度のみ個人番号データのバックアップを行ってく
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ださい。作成されるフォルダ名は“MNBAKxxxx”（xxxxは会社コード（施設コード））です。 

3．全データで共用データ作成・データコピーが終わりましたら、１で作成したフォルダを別のコンピューターや、

リムーバブルメディアにコピーしてください。 

※ 1で作成したフォルダは削除しないでください。 

 

③ SQL Serverのバージョンを確認します。 

②で作成したバックアップのフォルダ「BACKxxxx.xxx」の「データ情報.txt」を開きます。 

「データベースVer」の行を確認してください。 

・Microsoft SQL Server 2016以前（以下、旧SQL Server）の場合  →Ａ（④へ） 

・Microsoft SQL Server 2017以降の場合  →Ｂ（⑧へ） 

 

④【Ａの場合のみ】アップグレードで引き継げない情報を確認します。 

旧『大臣シリーズ』（ない場合は『大臣NX Ver4シリーズ』）を起動し、データ選択画面でF1[ヘルプ]をクリッ

クしてください。 

「目次」ページの「項目別操作」－「ユーザー別保存情報」を開きます。 

このページのリストにある項目は、Microsoft SQL Serverを入れ替える事により初期化されます。 

元の設定で使用したい場合は、ユーザー別に各項目の設定をメモしてください。 

 

⑤【Ａの場合かつ、ピアツーピア版の場合のみ】旧『大臣シリーズ』（ない場合は『大臣NX Ver4シリーズ』）のユー

ザーを確認します。 

旧『大臣シリーズ』（ない場合は『大臣NX Ver4シリーズ』）を起動し、データ選択画面でF11[ユーザー登録]

をクリックしてください。 

登録済みユーザーの一覧が表示されるので、コード・名称・レベルをメモしてください。 

 

⑥【Ａの場合のみ】『大臣NX Ver4シリーズ』、旧『大臣シリーズ』スタンドアロン版、ピアツーピア版のホスト・

クライアント、旧SQL Serverをアンインストールします。 

１．スタンドアロン版、ピアツーピア版のホストのコンピューターで、[コントロールパネル]－[プログラムと機

能]を開きます。 

２．『大臣NX Ver4シリーズ』、旧『大臣シリーズ』をアンインストールしてください。 

３．「大臣シリーズ管理ツール」をアンインストールしてください。 

４．旧SQL Serverをアンインストールしてください。 

５．【ピアツーピア版かつ、①のverが4.XX以外の場合のみ】クライアントのコンピューターで、[コントロール

パネル]－[プログラムと機能]を開き、旧『大臣シリーズ』をアンインストールしてください。 

アンインストール手順は、セットアップCDの「マニュアル」－「セットアップ」を参照してください。 

 

⑦【Ａの場合のみ】スタンドアロン版、ピアツーピア版のホストのコンピューターで、フォルダの削除・リネームし

ます。 

【ピアツーピア版のクライアント、LANPACK版のクライアントとして使用していない場合】 

1．エクスプローラーで、以下のフォルダを削除します。 

C:\Program Files(x86)\OHKEN￥MNGTOOL 

2．エクスプローラーで、C:\Program Files(x86)\OHKENのOHMSG以外のフォルダを右クリック、名前の

変更をクリックします。名前を変更してください。 

（例：KYWINの場合は、KYWIN-OLDなど） 

※ Cドライブ以外の可能性もあります。 

【ピアツーピア版のクライアント、LANPACK版のクライアントとして使用している場合】 

1．エクスプローラーで、C:\Program Files(x86)\OHKENのMNGTOOL、OHMSG以外のフォルダ（ただし、

DATAフォルダを含むもの）を右クリック、名前の変更をクリックします。名前を変更してください。 

（例：KYWINの場合は、KYWIN-OLDなど） 
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※ Cドライブ以外の可能性もあります。 

 

⑧ Windows 11へアップグレードします。 

 

「個人用ファイルとアプリを引き継ぐ」を選択することを推奨します。 

この項目以外を選択すると、SQL Serverや『大臣シリーズ』、フォルダ等がすべて消えます。 

※ アップグレードの手順は、Microsoftのホームページ等でご確認ください。 

Ａの場合は⑨へ 

Ｂの場合はこれで終了です。 

 

⑨【Ａの場合のみ】SQL Server 2017以降、『大臣NX Ver4シリーズ』等をインストールします。 

１．『大臣NX Ver4シリーズ』のセットアップCDをセットし、SQL Server 2017以降、『大臣NX Ver4シリー

ズ』等 をインストールしてください。 

２．【ピアツーピア版の場合のみ】ホストコンピューターで以下の設定をしてください。 

・ユーザー登録（⑤でメモしたユーザーを登録してください） 

３．【ピアツーピア版の場合のみ】クライアントコンピューターで『大臣NX Ver4シリーズ』クライアントイン

ストールをしてください。 

インストール手順、設定方法は、セットアップCDの「マニュアル」－「セットアップ」を参照してください。 

 

⑩【Ａの場合のみ】②で作成したバックアップを復旧します。 

１．『大臣NX Ver4シリーズ』を起動します。 

共用データを復旧する場合はF8[共用復旧]、データコピーを復旧する場合はF2[データ復旧]から復旧してく

ださい。 

２．『給与大臣』『人事大臣』『公益大臣』で個人番号データのバックアップを行った場合は、各データで[個人

番号バックアップ復旧]から復旧してください。 

同じ会社のデータを年次更新（年次繰越）で数年分作成している場合は、個人番号データは共通です。最新

年度のみ個人番号データの復旧を行ってください。 

３．④でメモした設定にします。 

 

 

 

 

応研株式会社 
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